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通
用
範
囲
の
拡
大
で

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
隣
止

訪
問
販
売
、
通
信
販
売
、
連
鎖
販
売

畷
引
（
マ
ル
チ
商
法
）
に
つ
い
て
の
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
、
「
訪

問
販
売
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

十
一
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に
施
行
さ
れ

ます。三
人
に
一
人
が

〝
訪
販
〟
を
利
用

訪
問
販
売
と
い
う
の
は
、
一
般
的
に

は
、
家
庭
に
直
接
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
来

て
、
商
品
の
カ
タ
ロ
グ
か
現
物
を
見
せ

て
説
明
し
、
そ
の
場
で
売
っ
た
り
、
購

入
契
約
を
し
た
り
す
る
販
売
方
法
を
い

い
ま
す
。

通
商
産
業
省
が
昭
和
六
十
年
に
行
っ

た
調
査
で
は
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
訪
問

を
受
け
た
家
庭
は
約
九
三
％
に
及
び
、

全
体
の
約
三
〇
％
が
満
開
販
売
で
商
品

を
買
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
て
い

ま
す
。
三
人
に
一
人
は
利
用
経
験
が
あ

る
わ
け
で
す
。

′
訪
販
法
。
改
正
の
動
き
は
、
主
に

次
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
た
た

め
で
す
。

⑪
駅
の
構
内
や
商
店
街
の
路
上
で
、
薯

い
女
性
な
ど
に
声
を
か
け
営
業
所
な

ど
に
誘
っ
て
、
英
語
教
材
な
ど
の
高

額
商
品
を
契
約
さ
せ
る
、
「
キ
ャ
ッ

チ
セ
ー
ル
ス
」
の
被
害
が
増
え
た
こ

と。
⑪
白
ア
リ
駆
除
、
レ
ジ
ャ
ー
会
員
権
の

購
入
を
誘
う
、
役
務
（
サ
ー
ビ
ス
）

の
訪
問
販
売
に
か
か
わ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
多
く
な
っ
た
こ
と
。

具
体
的
に
言
い
ま
す
と
、
キ
ャ
ッ
チ

セ
ー
ル
ス
は
、
営
業
所
で
契
約
す
る
こ

と
で
、
訪
販
法
の
規
制
を
く
ぐ
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
も
　
ヶ
商

品
〟
の
売
り
買
い
で
は
な
く
、
そ
の
点

で
は
訪
販
法
の
規
制
対
象
外
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
訪
販
法
に
「
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
」
と
い
っ
て
、
消
費
者
が
契
約
後

七
日
間
の
う
ち
な
ら
無
条
件
で
解
約
で

き
る
、
消
費
者
救
済
制
度
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
現
行
法
で
は
現
金
で
一
括
し

て
支
払
う
と
、
こ
の
救
済
制
度
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
と
、
契
約
書
に
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
多
く
、
せ
っ
か
く
の
救
済
制
度
を

消
費
者
が
知
ら
ず
、
こ
れ
も
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

田
四
国
田
園

◆
適
用
範
囲
を
拡
大
◆

ま
ず
、
訪
問
販
売
の
適
用
の
　
〝
範

囲
〟
を
役
務
（
サ
ー
ビ
ス
）
の
面
ま
で

広
げ
る
一
方
、
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
な

ど
も
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
最
近
は
、
金
地
金
な
ど
資
産
づ

く
り
の
た
め
の
訪
問
販
売
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
訪
販
法
で
定
め

ら
れ
て
い
た
取
り
扱
い
商
品
も
日
常
用

品
に
限
ら
ず
こ
れ
ら
が
含
ま
れ
る
よ
う

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
◆

期
間
を
八
日
に
延
長

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
を
一
日
延

長
し
八
日
間
に
、
現
金
一
括
払
い
（
た

だ
し
一
定
金
額
以
上
の
場
合
）
で
も
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
契
約
富
や
申
し
込
み
害
な
ど

に
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
事
項
の
記

載
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

◆
通
信
販
売
◆

誇
大
・
虚
偽
広
告
を
禁
止

通
信
販
売
で
の
問
題
は
誇
大
広
告
や

虚
偽
広
告
で
、
消
費
者
が
広
告
に
つ
ら

れ
商
品
を
買
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
る
ト

ラ
ブ
ル
で
す
。
こ
の
誇
大
・
虚
偽
広
告

が
厳
し
く
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

◆
連
鎖
販
売
◆

「
委
託
」
や
「
紹
介
」
も

適
　
用
　
に

連
鎖
販
売
で
は
訪
問
販
売
と
同
様
、

役
務
（
サ
ー
ビ
ス
）
に
関
す
る
取
り
引

き
と
、
従
来
は
適
用
を
受
け
な
か
っ
た

委
託
販
売
に
よ
る
取
り
引
き
も
訪
販
法

の
適
用
を
受
け
る
な
ど
、
規
制
が
強
化

さ
れ
ま
し
た
。

連
鎖
販
売
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

は
、
契
約
後
十
四
日
間
で
契
約
書
や
申

し
込
み
蕾
な
ど
に
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
に
つ
い
て
明
記
す
る
こ
と
が
新
し
く

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

◆
「
禁
止
行
為
」
を

強
化
◆

訪
販
法
の
改
正
で
も
う
一
つ
注
目
さ

れ
る
の
は
禁
止
行
為
の
強
化
で
、
罰
則

（
懲
役
一
年
以
下
、
罰
金
百
万
円
以
下
）

を
科
す
こ
と
で
す
。

禁
止
行
為
で
す
が
、
事
実
と
異
な
る

こ
と
を
言
っ
て
契
約
さ
せ
る
と
か
、
相

手
を
不
安
に
さ
せ
る
脅
し
的
な
言
動
で

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
申
し
出
を
拒
否

す
る
行
為
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

連
鎖
販
売
も
、
契
約
の
と
き
や
解
約

の
際
の
同
様
な
行
為
は
禁
止
行
為
で

す
。
そ
れ
と
、
悪
質
な
業
者
に
主
務
大

臣
が
業
務
改
善
を
指
示
、
そ
れ
に
従
わ

な
い
場
合
は
業
務
停
止
を
命
じ
ろ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
立
ち
入
り
検
査
も
で
き

る
よ
う
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・

オ
プ
シ
ョ
ン
◆

保
管
期
間
を
短
編

消
費
者
に
一
方
的
に
商
品
を
送
り
つ

け
、
代
金
を
請
求
す
る
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

・
オ
プ
シ
ョ
ン
」
も
、
消
費
者
が
商
品

を
保
管
す
べ
き
期
間
を
三
か
月
か
ら
十

四
日
に
、
消
費
者
が
引
き
取
り
を
請
求

し
た
場
合
は
一
か
月
を
七
日
と
大
幅
に

短
縮
、
こ
の
期
問
が
過
ぎ
る
と
消
費
者

は
商
品
を
自
由
に
処
分
で
き
ま
す
。
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新
聞
や
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
宝

石
店
や
檀
機
店
な
ど
が
夜
、
泥
棒
に
狙

わ
れ
て
、
ぱ
く
大
な
被
害
を
受
け
た
な

ど
と
い
う
報
道
を
目
に
し
た
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
被
害
に
遭
っ
た
人
が

自
分
の
知
ら
な
い
人
だ
と
、
な
か
な
か

実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
が
、
近
所
の
お
宅

が
被
害
に
で
も
あ
っ
た
ら
、
さ
あ
大
変

で
す
。
急
に
泥
棒
の
被
害
が
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
か
ら
不
思
議
で
す
。

大
き
な
被
害
も
、
小
さ
な
被
害
も
、

受
け
る
人
に
と
っ
て
は
同
じ
′
苦
痛
〟

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
の

安
心
で
き
る
日
常
生
活
、
そ
し
て
大
切

な
財
産
が
こ
う
し
た
泥
棒
な
ど
の
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
今
年

も
全
国
防
犯
運
動
が
十
月
十
一
日
か
ら

二
十
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
今
年
で
十
二
回
を
数

え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
馨
寮
と
市
民
の

手
を
つ
な
い
だ
運
動
な

ど
の
結
果
、
全
般
的
に

刑
法
犯
の
件
数
は
次
第

に
少
な
く
な
っ
て
い
く

傾
向
を
示
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
一
方
で
、

自
動
車
の
盗
難
が
後
を

絶
た
な
い
う
え
、
盗
ん

だ
自
動
車
を
使
っ
て
、

新
た
な
犯
罪
を
引
き
起

こ
す
ケ
ー
ス
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

カ
ギ
の
付
け
っ
放

し
は
禁
物

あ
き
巣
狙
い
は
、
カ

羊
の
励
行
を
丹
念
に
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど

が
防
止
で
き
る
も
の
で
す
。
泥
棒
も
、

時
間
を
か
け
て
ま
で
押
し
入
る
と
い
う

余
裕
は
な
い
は
ず
で
す
。
辺
り
を
見
回

し
て
、
手
っ
と
り
早
い
も
の
と
い
う
と

カ
ギ
の
か
か
っ
て
い
な
い
駐
車
場
に
止

め
て
あ
る
乗
用
車
や
、
路
上
に
無
造
作

に
止
め
て
あ
る
自
家
用
車
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

被
害
に
あ
っ
た
人
の
大
半
は
、
「
自

分
の
家
の
カ
ギ
は
し
っ
か
り
閉
め
て
も

乗
用
車
ま
で
は
気
が
回
ら
な
か
っ
た
」

と
か
、
「
す
ぐ
戻
る
は
ず
だ
っ
た
の
で

路
上
に
止
め
た
ま
ま
ク
ル
マ
に
カ
ギ
を

付
け
っ
放
し
に
し
た
」
と
い
う
ウ
ッ
カ

リ
が
思
わ
ぬ
被
害
を
呼
ぶ
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
裏
を
返

せ
ば
、
自
動
車
の
盗
難
を
未
然
に
防
ぐ

の
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
が
け
一
つ
に

か
か
っ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

不
審
者
に
　
は

一
言
声
を
か
け
よ
う

自
宅
の
駐
車
場
や
、
路
上
に
止
め
て

あ
る
ク
ル
マ
の
中
を
の
ぞ
き
込
ん
で
い

る
不
審
者
が
い
た
場
合
、
「
ど
う
か
し

ま
し
た
か
」
と
い
う
一
言
を
か
け
る
だ

け
で
も
〝
効
果
〟
　
は
あ
る
は
ず
で
す
。

自
分
の
財
産
は
自
分
で
守
る
と
い
う

自
主
防
犯
慧
殻
を
、
わ
た
し
た
ち
の
一

人
一
人
が
自
覚
す
る
こ
と
が
、
泥
棒
に

よ
る
被
害
を
少
し
で
も
少
な
く
す
る

〝
秘
訣
〟
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

臆

遠

賀

町

職

員

●
採
用
予
定
人
員

①
一
般
事
務
職
員
　
　
2
名

⑧
給
食
調
理
員
　
　
　
1
名

③
保
健
婦
　
　
　
　
　
1
名

（
注
）
採
用
予
定
人
員
は
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
受
験
資
格

①
一
般
車
務
職
員
－
昭
和
3
8
年
4
月

2
日
か
ら
昭
和
4
6
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
大
　
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
高
等
学
校
以
上
の
卒
業
者
ま

た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

⑧
給
食
調
理
員
－
昭
和
3
3
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
4
9
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
大
　
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
中
学
校
以
上
の
卒
業
者
ま
た
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
人

⑤
保
健
婦
－
昭
和
3
3
年
4
月
2
日
か

ら
招
和
弘
年
4
月
l
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
　
資
格
取
得
済
み
の
人
ま
た

は
蝕
年
4
月
1
日
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
人

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
受

験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
（
但
し
給

食
調
理
員
及
び
保
健
婦
は
除
く
）

・
地
方
公
務
員
法
第
1
6
条
に
該
当
の
人

●
一
次
試
験

・
日
　
時
　
1
1
月
6
日
（
日
）
1
0
時
～

・
場
　
所
　
岡
垣
東
中
学
校

岡
垣
町
大
字
山
田
7
4
7

・
内
　
容
　
教
養
試
験
（
給
食
調
理
員

を
除
く
）
、
適
牲
検
査
、
専

門
試
験
（
保
健
婦
の
み
）

採
用
試
験
■

●
二
次
試
験

・
日
　
時
　
職
月
中
旬

・
場
　
所
　
遠
賀
町
役
場

・
内
　
容
　
面
接
と
作
文

●
合
格
者
の
発
表

・
一
次
合
格
者
　
日
月
下
旬
（
予
定
）

・
最
終
合
格
者
　
1
2
月
中
旬
（
予
定
）

役
場
公
示
板
に
掲
示
す
る
ほ
か
合
格

者
に
通
知

●
受
験
手
続

・
受
付
期
間
　
1
0
月
7
日
ま
で

平
日
8
時
5
0
分
～
1
7
時

（
土
曜
日
は
1
2
時
ま
で
）

郵
送
の
場
合
は
1
0
月
3
日

消
印
の
も
の
ま
で
有
効

・
申
込
方
法

申
込
用
紙
（
役
場
人
事
係
で
交
付
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
2
枚

（
6
0
0
×
4
・
5
伽
）
と
と
も
に
提
出

郵
便
に
よ
る
場
合
は
、
切
手
3
1
0
円

分
を
肥
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
簡

易
書
留
封
筒
を
同
封
の
こ
と

申
込
蕾
受
付
時
に
受
験
票
を
交
付

・
申
込
先遠

賀
町
役
場
企
画
課
人
事
係

〒
肌
i
4
3
遠
賀
町
大
字
今
古
賀
5
1
3

舘

（

2

9

3

）

1

2

3

4

●
採
　
用

最
終
合
格
者
は
採
用
合
格
名
簿
に

登
載
し
、
必
要
に
応
じ
て
採
用

●
給
　
与

初
任
給
は
、
一
般
専
務
職
員
及
び

保
健
婦
は
Ⅱ
万
円
種
皮
、
給
食
調
理

員
は
1
0
万
4
、
0
0
0
円
程
度
支
給

学
歴
・
経
験
年
数
に
よ
り
加
算
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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（、、碓堀学

I　　　　　／清 
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（4）

町政に対するたくさんの寅重なご意見・ご希望、

ほんとうにありがとうございます。できることから

町政に取り入れていますので、今後もより多くのご

意見・ご要望をお聞かせください。

なお、内容によっては、ご本人に直接回答や説明

のできるものもありますので、住所とお名前を書い

ていただければ、町長か担当の係員が直接ご相談に

応じます。

目安箱盤面場所
・役場玄関前　・中央公民館

・公民館別館　・コミュニティセンター

●お問い合わせは　地域改善係まで℡（293）1234

地
方
自
治
法
施
行
四
〇
周
年
・
自

治
制
公
布
一
〇
〇
年
記
念

懸

賞

論

文

募

集

●
テ
ー
マ
2
1
世
紀
を
め
ざ
す
地
方
自
治

●
応
募
資
格
　
応
募
は
ど
な
た
で
も
結

構
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治

の
発
展
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ます。

●
原
　
稿
　
未
発
表
、
自
作
の
も
の
に

限
り
ま
す
。
タ
テ
書
き
細
字
話
原

稿
用
紙
に
2
0
～
0
0
枚
程
度
。

原
稿
に
は
、
は
じ
め
に
目
次
を

つ
け
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

電
話
番
号
、
職
業
（
勧
誘
先
、
ポ

ス
ト
な
ど
、
ま
た
は
学
校
名
、
学

年
な
ど
）
　
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
1
2
0
0
字
以
内
の

要
旨
を
別
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

●
賞
　
金
一
席
（
一
編
）
1
0
0
万
円

二
席
（
一
編
）
5
0
万
円

三
鷹
（
一
編
）
約
万
円

佳
作
（
五
編
）
5
万
円

●
締
　
切
　
職
月
3
1
日
（
土
）

●
応
募
先
　
問
い
合
わ
せ
は

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
鵬
東
京
都
港
区
西
新
橋
1
丁
目
7

番
1
号
8
0
3
（
5
0
4
）
0
8
1
1

遠
賀
川
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

遠
賀
川
シ
ン
ボ
ル

マ

ー

ク

募

集

●
テ
ー
マ
　
遠
賀
川
を
代
表
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
イ
メ
ー
ジ
豊
か
な
も
の

色
彩
で
表
現
す
る
よ
り
も
形
に
よ

る
も
の
を
歓
迎
　
自
作
未
発
表
作

品
に
限
る

●
応
募
方
法
　
B
5
サ
イ
ズ
（
猪
鋤
×

1
8
部
）
種
皮
の
画
用
紙
を
使
用

下
蔀
に
マ
ー
ク
の
説
明
を
記
入

裏
面
下
部
に
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
（
学
校
名
・
学
年
）
を

明
記
の
こ
と

採
用
作
品
（
1
点
）
、
優
秀
作
品

（
数
点
）
に
は
、
記
念
品
を
贈
呈

●
応
募
締
切
　
日
月
m
日
（
木
）

●
応
募
先
、
お
問
い
合
わ
せ
は

建
設
省
遠
賀
川
工
事
事
務
所

〒
磁
宙
方
市
満
期
1
丁
目

㊨
0
9
4
9
2
（
2
）
1
8
3
0

困
り
ご
と
相
談
所

1
0
月
Ⅱ
日
か
ら
創
日
ま
で
全
国
防
犯

運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
折
尾
警
察
署
で

は
次
の
よ
う
に
困
り
ご
と
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
1
0
月
1
4
日
（
金
）

1
3
時
～
1
6
時

●
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

●
相
談
内
容
・
暴
力
団
か
ら
の
被
害
・

そ
の
他
の
情
報

・
悪
質
商
法
の
被
害
な
ど

・
少
年
非
行
問
題

・
盗
難
被
害
　
そ
の
他
困
り

ご
と
悩
み
ご
と

折
尾
蟹
察
署
防
犯
課
貝
が
こ
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

し「
／解l－

新
入
学
児
童
の
健
康
診
断

昭
和
蝕
年
度
の
新
入
学
児
童
の
健

康
診
断
と
簡
単
な
知
能
検
査
を
行
い

ま
す
。
該
当
の
人
は
も
れ
な
く
お
受

け
く
だ
さ
い
。

該
当
の
人
に
は
前
も
っ
て
ハ
ガ
キ

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
も
し

ハ
カ
キ
が
届
い
て
い
な
い
場
合
に

は
、
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さい。
●
目
　
時
　
m
月
1
9
日
（
水
）

・
受
付
1
2
時
5
0
分
～
1
3
時

・
検
診
1
3
時
～

●
場
　
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
お
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

舘

（

2

9

3

）

1

2

3

4

ト
今
年
4
月
入
学
式
の
日
に

，
8
8
北
九
州
国
際
音
楽
祭

●
日
月
2
日
（
水
）
1
8
時
5
0
分
～

小
倉
市
民
会
館

・
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
序
曲
K
4
9
2

・
フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
第
1
番
ト
長
調

K
3
1
3
　
他

●
日
月
3
日
（
木
）
1
4
時
～

八
幡
市
民
会
館

・
ピ
ア
ノ
連
弾
「
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
」

・
パ
パ
ー
ル
の
子
象
の
お
話

・
動
物
の
謝
肉
祭
　
　
　
　
　
　
＼



e図書室ニュース

〈ソアレミュージカル〉

●一般図書
ファーストレディ（上、下）

遠藤周作普　新酒社
明日があるなら　シドニィ・シェルダン作

アカデミー出版サービス〈鴇
麓を見た男　　　　　　藤沢周平喜　膏）聞社
ジュデイオンクの美しくやせる薬膳

ジュティオング著　講談社
中島みゆき全歌集中島みゆき著朝日新聞社
働く母親たちが危ない

バーバク　Jバング　晶文社

夢一途　　　　吉永小百合著　主婦と生活社
染田君のひとりこと　　　　　フックマン社
ゲーム気分でワープロ講座　呉英二書　NHK
母は平和の大地　　　高橋光子菅　潮出版社
福岡県の博物館∴∴∴∴福岡県博物館協議会

●児童図書
屋根裏の明かり

シェル　シルパインスタイン善　講談社
ウォリーをさがせ
マーティン　ハンドフォード　フレーベル館

14ひさのおっきみ
いわむら　かずお香　童心社

よううえんにいったあまかえる
樋口通子菅　こくま社

絵本ノアのぽこ船　　　　　　　　　　評論社
一口メモ冨親出し暇は、なんと

（5）

＼●
日
月
3
日
（
木
）
1
8
時
0
0
分
～

門
司
市
民
会
館

・
フ
ル
ー
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ピ

ア
ノ
の
た
め
の
4
つ
の
ワ
ル
ツ

・
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
　
イ
短
調
「
偉
大

な
る
芸
術
家
の
生
涯
」
　
他

●
日
月
4
日
（
金
）
1
8
時
0
0
分
～

若
松
市
民
会
館

・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ
の
た
め

の
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー

・
ピ
ア
ノ
五
重
奏
曲
イ
長
調
「
鱒
」

・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
た
め

の
ソ
ナ
タ
　
他

●
日
月
5
日
（
土
）
1
6
時
～

小
倉
市
民
会
館

・
ソ
ア
レ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
　
ア
・
ラ

ク
フ
モ
（
室
内
楽
フ
ィ
ー
バ
ー
）

●
日
月
6
日
（
日
）
1
4
時
～

小
倉
市
民
会
館

・
「
し
ぼ
ん
だ
花
」
に
よ
る
序
奏
と

変
奏
ホ
短
調

・
ピ
ア
ノ
六
重
奏
曲
ニ
長
調
O
P
l

1

0

●
日
月
7
日
（
月
）
1
8
時
0
0
分
～

戸
畑
市
民
会
館

・
ト
リ
オ
変
ロ
長
調
「
街
の
歌
L
 
O

P
l
－
1

・
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
ソ

ナ
タ
O
P
9
4
　
他

●
日
月
8
日
（
火
）
1
8
時
0
0
分
～

小
倉
市
民
会
館

・
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
第
2
番
ホ
短
調

・
弦
楽
五
重
奏
曲
第
l
謡
へ
長
調
O

P
8
8
　
他

●
入
場
料
（
全
席
自
由
）

チ
ケ
ッ
ト
は
北
九
州
市
内
の
主
要
プ
レ

イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中
／

●
お
問
い
合
わ
せ
は

北
九
州
国
際
音
楽
祭
実
行
委
員
会
へ

㊧

（

5

8

2

）

2

3

8

9

交
通
安
全
フ
ェ
ア

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
の
方
ま
で
、

家
族
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
交
通
安

全
を
学
べ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ

く
さ
ん
、
み
な
さ
ん
の
こ
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
期
　
日
　
1
0
月
8
日
（
土
）

～
1
0
日
（
月
）

●
場
　
所
　
福
岡
市
中
央
区
天
神
1

県
庁
舎
跡
地

危
険
物
の
取
扱
作
業
の

保
安
に
関
す
る
講
習

9
月
1
0
日
号
で
掲
載
し
ま
し
た
講
習

会
の
申
し
込
み
受
付
日
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
受
付
日
時
　
1
0
月
5
日
・
6
日

●
お
問
い
合
わ
せ
は

遊
猟
郡
消
防
本
部
予
防
係
へ

澄

（

2

9

3

）

1

2

3

1

加
入
し
て
い
ま
す
か
？
″
労
働
保
険
〝

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
（
法
人
、
個
人
を
問
わ
ず
）
は
、

労
働
保
険
（
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
）
に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

雇
用
保
険
制
度
は
、
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
求
職
活
動
を
す
る
一
定
期
間
生

活
安
定
の
た
め
の
失
業
給
付
を
行
う
ほ
か
、
事
業
主
に
対
し
て
は
、
失
業
の
予

防
、
雇
用
機
会
の
増
大
な
ど
の
た
め
に
必
要
な
各
種
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
労
災
保
険
は
、
働
く
人
が
業
務
災
害
・
通
勤
災
害
を
こ
う
む
っ
だ
場

合
、
負
傷
・
病
気
・
死
亡
な
ど
に
対
し
て
労
働
基
準
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
事
業

主
が
行
う
補
償
金
の
給
付
を
、
事
業
主
に
代
わ
っ
て
行
い
被
災
者
、
連
族
を
援
護

す
る
制
度
で
す
。

1
0
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で
す

事
業
主
の
責
務
と
し
て
、
ま
た
、
従
業
員
が
安
心
し
て
鋤
け
る
よ
う
未
手
続
の

事
業
主
は
、
一
日
も
早
く
加
入
の
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
が
面
倒
だ
と
か
、
お
忙
し
い
事
業
主
の
た
め
に
は
、
事
務
の
代
行
を
す
る

「
労
働
保
険
事
務
組
合
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

事
務
組
合
に
事
務
委
託
し
ま
す
と
、
特
別
加
入
制
度
に
よ
り
事
業
主
や
家
族
従

業
員
も
労
災
保
険
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
保
険
料
の
分
割
納
付

が
で
き
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は

・
八
幡
公
共
職
業
安
定
所

㊨

（

6

7

1

）

5

9

3

1

・
福
岡
県
雇
用
保
険
課

㊨

0

9

2

（

6

5

1

）

1

1

1

1

・
八
幡
労
働
基
準
監
督
署

㊧

（

6

7

1

）

6

1

3

6

・
福
岡
労
働
基
準
局
労
災
業
務
課

超

0

9

2

（

4

1

1

）

4

8

6

3

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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●　　　●　　　●　●　●　●

料　　持　　内楊時期
蕾

金　　品　　容新聞　日

無印母妊産役1310
料鑑子婦前場時月

字体起床30　3
帳操後便分　日
受　　の　室I　′、
領　　過　15月
の　　ご　　時）
方　　し　　30
は　　方　　分

●　●　　　　　　●　●　●　●　●

料持　　　　内対揚時期
参

金品　　　容急所同　日

・　・　●　●　　　●　　　　　　　　●

第第対楊　　時　　　　　壊
21　　　　　　　　　　　　種
期期急所　　間　　　　　口

申接受12111110
央種付月　月　月　月
公　　　　2230　818
民1313　日　日　日　日
蝕時時（（（（

3010木水　火火
分分））、J、J
I1

14

時

企画調整係　　印　刷　冷牢固印刷合資会社（6）

訂、 �‾㌢ヽ　鼻 � � 

内屋敷祥子ちゃん
昭和62年10月3日生

（鼻）さんの長女
尾崎287－3

福岡県遠賀郡遠賀町役場∴∴∴編　集発行所

1
0
月
4
日
（
火
）

9
時
5
0
分
～
1
0
時
約
分

中
央
公
民
館

生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン

検
査
セ
ッ
ト
配
布

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

無
料

軟
の
予
防
壕
腫

予
防
接
種
の
申
込
方
法
と

注
　
意
　
事
　
項

予
防
接
種
会
場
で
、
面
接
申
し
込
む

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
当
日
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
前
も

っ
て
保
健
衛
生
係
で
問
診
票
と
注
意
書

を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

接
種
日
に
は
体
温
を
計
り
、
乳
幼
児

の
健
康
状
態
の
わ
か
る
人
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。

ポ
　
リ
　
オ
生
　
ワ
　
ク

●
接
穂
目
　
1
0
月
5
日
（
水
）

●
時
　
間
・
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
嶋
時

・
授
与
　
1
3
時
5
0
分
～

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
対
　
象
　
生
後
3
カ
月
～
4
8
カ
月
未

満
児

●
接
麓
方
法
　
6
週
間
以
上
の
間
隔
を

お
い
て
2
回
投
与

●
持
参
晶
　
問
診
票
、
母
子
手
帳

ポ
リ
オ
投
与
を
受
け
た
場
合
は
、
1
0

月
1
8
日
（
火
）
の
三
謹
混
合
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

三
種
混
合
　
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、

百
日
せ
き
、
破
傷
風
）

生
後
幼
カ
月
～
4
8
カ
月
児

第
1
期
終
了
後
、
1
2
カ
月

～
1
8
カ
月
経
過
の
幼
児

四
十
歳
か
ら
の
眼
は
〝
健
康
の
信
号

四
十
歳
を
す
ぎ
て
、
物
が
見
づ
ら
く

な
っ
て
き
た
と
感
じ
た
と
き
に
は
、
ぜ

ひ
一
度
、
眼
科
に
行
く
こ
と
を
、
お
す

す
め
し
ま
す
。

老
眼
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
頭
か
ら

決
め
つ
け
ず
に
、
き
ち
ん
と
し
た
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

目
だ
け
の
病
気
だ
と
は
か
り
思
っ
て

い
た
ら
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
成

人
病
の
合
併
症
だ
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
万
、
日
の

検
査
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
人

病
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

眼
は
大
切
な
五
感
の
一
つ
で
、
精
密

な
器
官
で
す
。
成
人
病
の
発
症
や
そ
の

進
行
を
食
い
止
め
る
こ
と
は
、
大
切
な

眼
に
か
か
る
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
で

も
あ
る
の
で
す
。

十
月
十
日
は
「
目
の
愛
護
デ
ー
」
。

四
十
歳
か
ら
の
目
は
．
健
康
の
信
号
〟

で
あ
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
　
－
。

検
診
の
対
象
者
で
、
7
月

1
9
日
～
9
月
5
0
日
ま
で
の

地
区
巡
回
で
受
け
て
い
な

い
人

1
0
月
1
5
日
（
土
）

9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

遠
賀
町
公
民
館
別
館

●
持
参
晶
　
総
合
検
診
受
診
票

検
診
の
結
果
通
知
の
発
送
は
、
受
診

さ
れ
て
か
ら
l
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す

が
、
2
か
月
過
ぎ
て
も
通
知
が
な
い
と

き
に
は
、
役
場
保
健
衛
生
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
約
歳
未

満
）
の
み
受
診
さ
れ
た
方
の
結
果
は
、

直
接
撮
影
の
必
要
の
あ
る
方
の
み
通
知

し
ま
す
。

●
接
遍
方
法

・
第
l
期
　
4
回
の
う
ち
、
い
ず
れ
か

3
回
接
種

・
第
2
期
　
4
回
の
う
ち
、
い
ず
れ
か

1
回
接
種

●
指
診
晶
　
問
診
票
、
母
子
手
帳

生
後
4
8
か
月
を
過
ぎ
た
幼
児
は
二
極

混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
）
で
実

施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

－
拇
影
は
お
父
さ
ん
の
寅
さ
ん

わ
た
し
ネ
～
、
ほ
ん
の
少
し

だ
け
と
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た

のヨ。今
ネ
～
、
新
し
い
お
い
た
を

考
え
て
い
る
の
。

お
に
い
ち
ゃ
ん
に
敷
け
な
い

よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
、
強
い
女

の
子
に
な
る
の
。


